
 

 

 

 

 

褒めて育てる勝利へ向かう自信と達成感 
                         校長 日髙 正人 

川薩地区中学校総合体育大会が終わり、３年生も部活動に一区切りついて、戸惑いと一抹

の寂しさを感じていると思います。それぞれ個々の目標があって、「やれることはやった。」

という達成感をもって、笑顔で試合を終えている子供たちの顔が印象的な大会でした。上位

入賞校は、大規模校の大人数の中から切磋琢磨して選ばれたメンバーで試合に臨んでいて、

実力も高いものでしたが、水引中学校の生徒たちも気持ちだけは負けずに善戦していたと思

います。しかし、「どうせ、勝てないし。」という生徒の言葉があり、勝利の経験不足や勝つ

ための気持ちの持ち方、自己肯定感の低さを感じることでした。 

勝利という成功経験は、そのための努力の必要性を実感するとともに自信となり、次の勝

利、成功への活力へとつながっていきます。その姿は、上位校の生徒の勝利に向かう姿勢に

見ることができ、本校の生徒にも必要なことだと感じました。できるだけ実力の近いチーム

と対戦して、スモールステップで勝利の成功経験を積み上げると、自信と自己肯定感の大き

な向上につながるのではないかと思います。 

このことは、スポーツだけでなく、習い事や学習にも同じことが言えます。昨日より少し

でも「できた。」「分かった。」というスモールステップを大切に、褒めて達成感と成功経験を

積み上げていきたいものです。積み上げることは、今からでも遅くはありません。次の成長

に向けて、学校だけでなく、地域、家庭でも取り組んでいってほしいと思います。 

さて、成功経験を積み上げるために、褒めることで達成感や自己肯定感を高めることを述

べましたが、相手を褒めることは、練習しないとなかなか難しいことです。そこで、魔法の

言葉５S と肯定的な言い換えについて述べてみたいと思います。 

５Ｓとは、「さすが、それでよい、すごい、すてきだね、すばらしい。」の５つの言葉の頭

文字をとったものです。これに、Ｖサインやハイタッチ、サムアップ（親指を立てる）など

の動作をつけると立派な褒め言葉です。褒められて嫌になる人はいません。「できた。」「分か

った。」瞬間に褒め言葉を掛けてみましょう。 

しかし、思春期の子供や大人には、なかなかうまくいかないところもあるかと思います。

そこで、リフレーミングという技法を使って、言葉を取り換えていきます。こうすると相手

も使っている本人

も前向きな考えを

持てるようになる

といわれています。 

簡単そうではあ

りますが、私自身

言い換え慣れるの

に１か月必要でし

た。自己肯定感を、

前向きな言葉を使

って褒めて育てる

取組を家族でも始

めて、生徒たちが、

学校、地域へと前

向きな気持ちにな

れる環境づくりを

していきましょう。 
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日 曜 ７月の行事予定 
１ 土 唐浜清掃 

２ 日 英検２次 

５ 水 第１回学校保健委員会 

７ 金 漢検 

12 水 
授業参観・学期末学級 PTA 

学校運営協議会 

15 土 音楽部 吹奏楽コンクール 

18 火 性に関する授業（全学年） 

20 木 終業式 

22 土 陸上県大会（100m走） 

23 日 陸上県大会（砲丸投げ） 

24 月 三者面談・教育相談スタート 
 

 

 

５月 18 日（木）に行われた地区陸上大会

に水引中学校から 16 人の生徒が出場し、健

闘しました。濵田紗季さん（砲丸投げ）・下川

蓮仁君（100m走）の２人が県大会出場を決め

ました。県大会での更なる活躍を期待してい

ます！ 

地区陸上総体 

 

 

６月６日（火）～７日（水）に、地区総体

が行われました。ソフトテニス部、女子バレ

ー部が出場しました。悔いの残らないベスト

を尽くした試合をすることができたことだ

と思います。最後までよく頑張りました。た

くさんの感動をありがとう！ 

〈ソフトテニス部 個人戦〉 

（男子）西谷・川口ペア ：２回戦進出 

下山・向ペア  ：ベスト１６ 

外園・野間口ペア：２回戦進出 

時吉・中島ペア ：２回戦進出 

（女子）慶越・野間口ペア：ベスト８ 

小倉・桐原ペア ：ベスト 16 

〈ソフトテニス部 団体戦〉 

（男子）Aチーム 決勝リーグ６位 

    Bチーム １回戦惜敗 

（女子）予選リーグ敗退 

〈女子バレー部〉 

リーグ３位 トーナメント１回戦惜敗 

地区総体 

 

 

２年生は、修学旅行に向けて千羽鶴を折っ

ています。限られた短い時間の中で、千羽折

ることは難しいと思っていましたが、学校応

援団の方の御協力もあり、千羽に到達するこ

とができました。学校応援団の皆様、ありが

とうございました。 

２年生修学旅行準備（千羽鶴） 

 

 

６月１日（木）、校内弁論大会がありました。

下書きの段階から、試行錯誤しながら熱心に

取り組んでいました。「水引の良さを知ろう」

「値上げ問題について考えてみよう」「多様性

って難しい」等、多岐に渡るテーマ、発表す

る態度も堂々としていました。弁論大会の司

会は学習部が行い、生徒主体で進められてい

きました。聞く態度もしっかりとしていて、

クオリティーの高い弁論大会になりました。 

校内弁論大会 

☆今年度も、水引女性団体連絡協議会から雑

巾の寄贈がありました。とても 

丈夫な雑巾です。ありがとうござ 

いました。有効活用していきます。 

 

 

６月 10日（土）、PTAバレーがありました。

決勝戦は、中１チーム対中３チームでした。

接戦の末、中 1 チームが勝ち、優勝を決めま

した。どのチームも一致団結しており、親睦

を深めるよい機会となりました。参加してく

ださった保護者の皆様、企画運営や準備・片

付けにご協力してくださった皆様、ありがと

うございました。そして、審判等を手伝って

くれた中学生の皆さんもありがとう！ 

PTAバレー 


